
阿南工業高等専門学校 電気電子工学科（平成25年度以
前入学生） 開講年度 平成20年度 (2008年度)

学科到達目標
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担当教
員

履修上
の区分

専
門

選
択 ものづくり工学 0000 履修単

位 3 3 3 田中 達
治

専
門

選
択 デザイン基礎 0001 履修単

位 2 2 2 多田 博
夫

専
門

必
修 情報リテラシー 0002 履修単

位 2 2 2 田中 達
治

専
門

選
択 電気電子基礎 0003 履修単

位 1 1 1 中村 厚
信

専
門

必
修 電気回路論 0004 履修単

位 2 2 2 中村 雄
一

専
門

必
修 電気磁気学 0005 履修単

位 2 2 2 小松 実

専
門

必
修 電気電子工学実験 0006 履修単

位 3 3 3 釜野 勝

専
門

必
修 ディジタル回路 0007 履修単

位 1 2 小松 実

専
門

選
択 電気電子製図 0008 履修単

位 1 2 釜野 勝

専
門

必
修 電子回路 0009 履修単

位 1 2 釜野 勝

専
門

必
修 電気電子工学実験 0010 履修単

位 3 3 3 砂原 米
彦

専
門

必
修 電気計測 0011 履修単

位 2 2 2 松本 高
志

専
門

選
択 電子工学 0012 履修単

位 1 2 正木 和
夫

専
門

選
択 電気磁気学 0013 履修単

位 2 2 2 長谷川
竜生

専
門

選
択 電気回路論 0014 履修単

位 2 2 2 砂原 米
彦

専
門

選
択 電気機器工学１ 0015 履修単

位 1 2 當宮 辰
美

専
門

選
択 応用物理１ 0016 履修単

位 2 2 2 松尾 俊
寛

専
門

選
択 ディジタル回路 0017 履修単

位 1 2 中村 雄
一

専
門

必
修 電気電子工学実験 0018 学修単

位 3 1.5 1.5 中村 厚
信

専
門

必
修 電子回路設計製作実習 0019 学修単

位 2 1 1 長谷川
竜生

専
門

選
択 応用数学１ 0020 学修単

位 2 2 今井 仁
司

専
門

選
択 送配電工学 0021 履修単

位 2 2 2

専
門

選
択 応用数学２ 0022 学修単

位 2 2 杉野 隆
三郎

専
門

選
択 高電圧工学 0023 履修単

位 1 2 下村 直
行

専
門

選
択 電気磁気学 0024 学修単

位 2 2 松本 高
志

専
門

選
択 制御工学１ 0025 学修単

位 2 2 當宮 辰
美

専
門

選
択 電気電子材料 0026 学修単

位 2 2 中村 厚
信

専
門

選
択 電子回路 0027 学修単

位 2 2 釜野 勝

専
門

選
択 電気回路論 0028 学修単

位 2 2 上原 信
知

専
門

選
択 電磁波工学 0029 学修単

位 2 2 砂原 米
彦

専
門

選
択 電気機器工学２ 0030 学修単

位 2 2 當宮 辰
美

専
門

選
択 電気機器工学３ 0031 履修単

位 1 2 北條 昌
秀

専
門

選
択 プログラミング実習 0032 学修単

位 1 1 小松 実



専
門

選
択 校外実習１ 0033 履修単

位 1 1 1

専
門

選
択 校外実習２ 0034 履修単

位 1 1 1

専
門

選
択 応用物理２ 0035 学修単

位 2 2 吉田 岳
人

専
門

選
択 電気電子工学総合演習 0036 履修単

位 1 1 1 中村 厚
信

専
門

選
択 材料工学 0037 履修単

位 1 2 小西 智
也

専
門

必
修 電気電子工学実験 0038 学修単

位 3 1.5 1.5 小松 実

専
門

必
修 創造工学実習 0039 学修単

位 2 2 中村 雄
一

専
門

必
修 卒業研究 0040 履修単

位 10 10 10 中村 厚
信

専
門

選
択 送配電工学 0041 履修単

位 2 2 2

専
門

選
択 パワーエレクトロニクス 0042 履修単

位 1 2 中村 厚
信

専
門

選
択 原子力工学 0043 学修単

位 2 2 中村 厚
信

専
門

選
択 電気法規 0044 履修単

位 1 2

専
門

選
択 半導体電子工学 0045 学修単

位 2 2 正木 和
夫

専
門

選
択 制御工学２ 0046 学修単

位 2 2 當宮 辰
美

専
門

選
択 通信工学理論 0047 学修単

位 2 2 砂原 米
彦

専
門

選
択 無線工学 0048 学修単

位 2 2 松本 高
志

専
門

選
択 電波法規 0049 履修単

位 1 2
松本 高
志,神
原 康雄

専
門

選
択 材料開発の手法１ 0049 履修単

位 2 4
松本 高
志,神
原 康雄

専
門

選
択 プログラミング実習 0050 学修単

位 1 1
小松 実
,神原
康雄

専
門

選
択 材料開発の手法２ 0050 履修単

位 2 4
小松 実
,神原
康雄

専
門

選
択 オプトエレクトロニクス 0051 学修単

位 2 2 長谷川
竜生

専
門

選
択 応用物理３ 0052 学修単

位 2 2 吉田 岳
人

専
門

選
択 情報理論 0053 学修単

位 2 2 中村 雄
一

専
門

選
択 生産工学２ 0054 履修単

位 1 2 宇野 浩

専
門

選
択 生産工学１ 0055 履修単

位 1 2 宇野 浩

専
門

選
択 半導体結晶工学 0056 履修単

位 1 2 塚本 史
郎

専
門

選
択 材料開発の手法１ 0057 履修単

位 2 4 神原 康
雄

専
門

選
択 材料開発の手法２ 0058 履修単

位 2 4 神原 康
雄

専
門

選
択 材料開発の手法１ 0058 履修単

位 2 4 神原 康
雄

専
門

選
択 材料開発の手法２ 0059 履修単

位 2 4 神原 康
雄



阿南工業高等専門学校 開講年度 平成24年度 (2012年度) 授業科目 生産工学１
科目基礎情報
科目番号 0055 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電気電子工学科（平成25年度以前入学生） 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 教員が作成した講義資料/なし
担当教員 宇野 浩
到達目標
1.経営理念、CSR、安全、コンプライアンス、環境などの企業の在り方・活動について理解し、説明できる。
2.生産方式・生産システム、工事管理、プロジェクトのマネジメント、品質管理などを理解し、説明できる。
3.海外工場展開などの国際化と損益分岐点、製造原価など、生産活動に関する財務について理解し、説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
ものづくり力の強化をめざし、高品質、先進的特長、高性能、安全、環境に配慮した商品を、企画立案〜技術開発〜生
産〜販売するための開発・生産システムとその管理技術、さらに急激に変貌する社会情勢で台頭する国際化などのもの
づくりに関する諸問題への対応について技術者として必要な能力を身につける。

授業の進め方・方法

注意点 授業は講義形式で進め、更に企業における事例について討議する。また、レポートを提出する。最終回はグループ討議
の結果を発表する。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 企業とは１ 企業とは何か、経営理念、経営方針、経済状況、日本
的経営について説明できる。

2週 企業活動と社会との関係 CSR、コンプライアンス、環境保全、情報セキュリテ
ィーについて説明できる。

3週 企業活動と社会との関係 CSR、コンプライアンス、環境保全、情報セキュリテ
ィーについて説明できる。

4週 生産方式・生産システム 歴史的経緯、大量生産方式、セル生産、カンバン生産
方式他について説明できる。

5週 工事管理 生産計画、各種工程管理法、工程設計、プロジェクト
管理について説明できる。

6週 品質管理 QCの七つ道具、TQM、信頼性管理、寿命解析につい
て説明できる。

7週 企業活動の国際化 海外への工場展開の背景と現状、海外で活動する能力
について説明できる。

8週 生産活動と財務 損益分岐点、原価管理、利益、財務諸表について説明
できる。

2ndQ

9週 生産情報システム CIM、SCM、クラウド生産システムについて説明でき
る。

10週 商品開発〜販売 研究開発費、商品開発、知的財産権、市場調査につい
て説明できる。

11週 商品開発〜販売 研究開発費、商品開発、知的財産権、市場調査につい
て説明できる。

12週 最近の企業状況Ⅰ
(事例紹介) 企業を取り巻く社会動向と対応について説明できる。

13週 ベンチャー企業Ⅰ ベンチャー企業の意義と運用について説明できる。

14週 プレゼンテーション
テーマを決めてグループ討議し、プレゼンテーション
を行うことによりグループの考えをまとめて発表する
ことができる。

15週 プレゼンテーション
テーマを決めてグループ討議し、プレゼンテーション
を行うことによりグループの考えをまとめて発表する
ことができる。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 20 0 0 80 0 100
基礎的能力 0 10 0 0 30 0 40
専門的能力 0 5 0 0 30 0 35
分野横断的能力 0 5 0 0 20 0 25


